
新愛知県がんセンター整備基本設計業務公募型プロポーザル　審査基準書

(1)　一次審査（技術提案書等の審査）基準

求める内容（評価の着目点） 書式 判断基準 審査方法

実施方針・体制

・病院・研究施設の併設という事業特性を踏まえ、業務内容、事業背景及び各種
手続に対する理解度の高い技術者の配置体制を提案すること

・複数の棟を並行して設計を進めるための合意形成手法及び実施体制を提案す
ること

工程管理・業務フロー
・発注者及び関係者の意思決定に配慮した設計工程を提案すること

・事業遅延を防ぐための会議体構想及び業務進捗管理手法を提案すること

・基本構想及び基本計画を踏まえ、次代のがん医療・予防の研究開発や、最先端
のがん医療の提供を行う新愛知県がんセンターが備えるべき病院機能及び研究
所機能に資する施設計画・コンセプトであるとともに、AIをはじめとするデジタル技
術の導入やスマートホスピタル化の進展に対応した、先進的かつ具体的な施設計
画を提案すること

・臨床・研究を有機的に連携させる総合がんセンターの施設計画及び、オープンイ
ノベーションの推進に向けた外部機関との緊密な連携に資する施設計画を提案す
ること

・各棟の関連性に配慮し合理的な分棟配置及び現地建替えによる施工条件及び
想定工程表に示す事業スケジュールを十分理解し、工事期間中も現がんセンター
の診療・研究機能及び周辺環境への安全性を確保のうえ、竣工までのセンター全
体の整備スケジュールの実現に配慮した配置計画を提案すること

【様式第12号】
A３×１枚

・患者及び職員の利便性に加え、災害、感染症、システム障害等の発生時におい
ても医療・研究機能の継続性を確保できる施設計画を提案すること

・スマートホスピタル化・DXの進展や将来の医療・研究機能の変化や、運営体制
の変更にも柔軟に対応できる可変性・拡張性を有する施設計画を提案すること

【様式第12号】
A３×１枚

・面積、構造、設備、仕様、施工方法、維持管理、更新性、省エネルギー、脱炭素、
スマートホスピタル化、DXの進展等を踏まえ、効率的な施設計画で医療機能・研
究機能を損なうことなく、建設コスト及びライフサイクルコスト、ライフサイクルカー
ボンの削減を図る方策を提案すること。また、CASBEE、ZEBに対する考え方を記
載すること

・設計期間を通じて事業費を抑制するためのコスト管理手法や、建設市場動向を
適切に確認・評価するための具体的な手法を提案すること

【様式第12号】
A３×１枚

・新がんセンターの果たすべき役割や目指す姿の実現に向けた独自の提案、また
は本基本設計業務の実施に当たり特に有効と考える事項を提案すること

【様式第12号】
A３×１枚

審査項目

技
術
提
案

技術提案書の内容について討議・審査
を行い、選定委員会の総意により二次
審査へ参加する者を５者程度まで選定
する。

技術提案課題①

次代のがん医療・研究の中核
施設としての役割を果たす施設
計画

技術提案課題②

がん医療、がん研究の変化や、
災害・感染症などの発生にも柔
軟に対応できる施設計画

技術提案課題③

建設市況の変動を見据えた、建
設コスト及びライフサイクルコス
ト、ライフサイクルカーボンの削
減に関する方策

技術提案課題④

その他独自提案

業
務
実
施
方
針

【様式第11号】
A４×１枚

プロポーザルの前提条件（基本計画検
討資料の内容等）から大幅な乖離がな
いか。



新愛知県がんセンター整備基本設計業務公募型プロポーザル　審査基準書

(2)　二次審査（プレゼンテーション・ヒアリングの審査）基準

求める内容（評価の着目点） 書式 判断基準 判断基準の詳細 配点 小計

4

3

1

1

1

次代のがん医療・予防の研究開発や最先端のがん医療の提供を行う総合がんセンターと
しての施設計画・コンセプトが明確であるとともに、先進的かつ具体的な施設計画となって
いる

基本構想及び基本計画を踏まえ、AIをはじめとするデジタル技術の導入やスマートホスピ
タル化の進展に対応した、病院機能と研究機能が互いに補完し連携できる動線、ゾーニン
グ等の施設計画となっている

外部機関との緊密な連携を可能とし、共同研究・交流・情報発信等を促進する施設計画と
なっている

各棟の関連性に配慮し合理的な分棟配置及び現地建替えによる施工条件（高低差や既
存建物状況、各棟の施工性や他棟との干渉の程度等）を十分に配慮した計画となっている

想定工程表に示す事業スケジュールに沿って、現がんセンターの診療・研究機能の継続と
新がんセンター整備の実現性を両立した計画となっている

周辺の住環境等への影響（安全性・動線・騒音等）に十分配慮した計画となっている

患者及び職員の視点から、利便性・合理性に優れた動線計画となっている

災害、感染症、システム障害等の発生時においても医療・研究機能の継続性を確保できる
施設計画となっている

スマートホスピタル化・DXの進展、運営体制及び将来の医療・研究機能の変化に対応可
能な可変性・拡張性を有する施設計画となっている

省エネルギー及びライフサイクルカーボンの削減に資する具体的な提案、考え方が示され
ている

効率的な施設計画で医療機能・研究機能を損なうことなく建設コスト及びライフサイクルコ
ストの削減を図る方策が示されている

建設市場動向を適切に把握するための具体的な手法が示されている

新がんセンターが果たすべき役割や将来像を的確に捉え、その実現に資する提案となって
いる

実績や経験を踏まえた独自の視点や方法が示されており、有効性の高い創意工夫がなさ
れている

提案が実現可能であり、基本設計業務において有効に機能する内容となっている

・本事業に取り組むに当たっての意欲・誠意を感じる内容であったか。
・理解しやすい説明であり、質疑応答は誠実で的確なものだったか。

15 15

合計 100

建築構造担当主任

電気設備担当主任

機械設備担当主任

10

本事業に取り組むに当たり、十分な経験・知識・技術力を有していること
を評価する。

(注)配置予定の管理技術者及び主任担当技術者ごとに、類似業務実績
を１件以上有する場合、右欄の配点を付与する。なお、類似業務実績
は、管理技術者、主任担当技術者または担当技術者として従事したもの
とする。主任担当技術者の類似業務実績については、当該技術者の担
当分野に係る実績または管理技術者として従事した実績を評価対象とす
る。

審査項目

プレゼンテーション

技
術
提
案

技術提案課題①

次代のがん医療・研究の中核
施設としての役割を果たす施設
計画

・基本構想及び基本計画を踏まえ、次代のがん医療・予防の研究開発や、最先端
のがん医療の提供を行う新愛知県がんセンターが備えるべき病院機能及び研究
所機能に資する施設計画・コンセプトであるとともに、AIをはじめとするデジタル技
術の導入やスマートホスピタル化の進展に対応した、先進的かつ具体的な施設計
画を提案すること

・臨床・研究を有機的に連携させる総合がんセンターの施設計画及び、オープンイ
ノベーションの推進に向けた外部機関との緊密な連携に資する施設計画を提案す
ること

・各棟の関連性に配慮し合理的な分棟配置及び現地建替えによる施工条件及び
想定工程表に示す事業スケジュールを十分理解し、工事期間中も現がんセンター
の診療・研究機能及び周辺環境への安全性を確保のうえ、竣工までのセンター全
体の整備スケジュールの実現に配慮した配置計画を提案すること

【様式第12号】
A３×１枚

定
量
評
価

技術提案課題②

がん医療、がん研究の変化や、
災害・感染症などの発生にも柔
軟に対応できる施設計画

・患者及び職員の利便性に加え、災害、感染症、システム障害等の発生時におい
ても医療・研究機能の継続性を確保できる施設計画を提案すること

・スマートホスピタル化・DXの進展や将来の医療・研究機能の変化や、運営体制の
変更にも柔軟に対応できる可変性・拡張性を有する施設計画を提案すること

【様式第12号】
A３×１枚

管理技術者

・類似業務の実績の有無

類似業務とは、過去15年以内において延床面積5,000㎡以上の生物学実験施設の
新築または増改築（増築の場合、増築部分が延床面積5,000㎡以上のものに限る）
の基本設計業務をいう。

【様式第８号】
※枚数は必要に

応じて

技術提案課題③

建設市況の変動を見据えた、建
設コスト及びライフサイクルコス
ト、ライフサイクルカーボンの削
減に関する方策

技術提案課題④

その他独自提案

建築意匠担当主任

・新がんセンターの果たすべき役割や目指す姿の実現に向けた独自の提案、また
は本基本設計業務の実施に当たり特に有効と考える事項を提案すること

新がんセンターの果たすべき役割や目指す姿の実現に向けた課題認識
が的確であるか。また、その課題に対する提案内容が実績や経験を踏ま
えた独自性のあるものであり、実現性の高いものとなっているかについ
て、的確性・創意工夫・実現性等の観点から総合的に評価する。

15

15

15

全ての人の視点から、利便性・合理性に適う動線計画等がなされている
提案か、また、将来の冗長性に富んだ計画がなされている提案か、的確
性・創意工夫・実現性等から総合的に評価する。

・面積、構造、設備、仕様、施工方法、維持管理、更新性、省エネルギー、脱炭素、
スマートホスピタル化、DXの進展等を踏まえ、効率的な施設計画で医療機能・研究
機能を損なうことなく、建設コスト及びライフサイクルコスト、ライフサイクルカーボン
の削減を図る方策を提案すること。また、CASBEE、ZEBに対する考え方を記載す
ること

・設計期間を通じて事業費を抑制するためのコスト管理手法や、建設市場動向を適
切に確認・評価するための具体的な手法を提案すること

建設市況を適切に把握しているか、また、建設コスト及びライフサイクル
コスト、ライフサイクルカーボンの削減やコスト管理手法、建設市場動向
の確認・設計への反映について具体的な手法が示されている提案か、的
確性・創意工夫・実現性等の観点から総合的に評価する。

【様式第12号】
A３×１枚

【様式第12号】
A３×１枚

30

基本計画等に基づく本事業の背景、建設地及び整備条件の特性（高低
差や既存建物状況、新築する各棟それぞれの施工性や他棟との干渉の
程度、計画地周辺の住環境、等）を理解した上で、病院機能と研究機能
の連携がなされている合理的な配置計画・建築計画がなされている提案
か、的確性・創意工夫・実現性等を備えた提案か、総合的に評価する。

75


